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昭和 39 年に塩釜港港湾計画で「仙台港区」が策定されてからの港湾計画の変遷を追う。 
 

港湾計画の変遷 
 

  

策 定 年 計 画 名 
昭和 39 年 8 ⽉ 中央港湾審議会第 23 回計画部会 仙台港区として港湾計画策定 
昭和 44 年 3 ⽉ 中央港湾審議会第 36 回計画部会 改訂 
昭和 48 年 1 ⽉ 港湾計画 軽易な変更 
昭和 48 年 3 ⽉ 中央港湾審議会第 54 回計画部会 ⼀部変更 
昭和 50 年 3 ⽉ 中央港湾審議会第 67 回計画部会 ⼀部変更 
昭和 54 年 11 ⽉ 中央港湾審議会第 88 回計画部会 ⼀部変更 
昭和 59 年 1 ⽉ 第 11 回宮城県地⽅港湾審議会 軽易な変更 

昭和 61 年 3 ⽉ 
中央港湾審議会第 113 回計画部会 改訂  
（「仙台国際貿易港整備計画」策定） 

平成  元年 3 ⽉ 中央港湾審議会第 126 回計画部会 ⼀部変更 
平成  3 年 6 ⽉ 中央港湾審議会第 136 回計画部会 ⼀部変更 
平成  6 年 1 ⽉ 第 23 回宮城県地⽅港湾審議会 軽易な変更 
平成  8 年 6 ⽉ 中央港湾審議会第 158 回計画部会 改訂 
平成 16 年 11 ⽉ 交通政策審議会第 12 回港湾分科会 ⼀部変更 
平成 20 年 11 ⽉ 交通政策審議会第 33 回港湾分科会 改訂 
平成 22 年 6 ⽉ 第 32 回宮城県地⽅港湾審議会 軽易な変更 
平成 25 年 6 ⽉ 交通政策審議会第 52 回港湾分科会 改訂 
平成 26 年 3 ⽉ 第 36 回宮城県地⽅港湾審議会 軽易な変更 
平成 29 年 3 ⽉ 第 45 回宮城県地⽅港湾審議会幹事会 軽易な変更 

 1 港湾計画の変遷
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◆ 昭和 39 年 8 ⽉（改訂） 
昭和 39 年 3 ⽉に新産業都市に指定され、東北地⽅の開発の拠点として整備されることとな

った。よって塩釜港区を商港、新たに仙台港区として仙台湾⻑浜海岸に⼤型船を対象とする掘
込式港湾を建設し、重化学⼯業地帯を開発することを基本⽅針とした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 39 年 港湾計画図 
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◆ 昭和 44 年 3 ⽉（改訂） 
⼯業港としての整備が進みつつある仙台港区において、当時におけるタンカー船等の⼤型化

を考慮して、最⼤対象船型が⼤型化された。また東北⽯油㈱、東北電⼒㈱等の⽴地決定に伴い、
⼟地利⽤及び⽔際線利⽤に対するこれらの企業の要望を考慮して、掘込航路の法線及び⽔深等
が変更された。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 44 年 港湾計画図 
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◆ 昭和 61 年 3 ⽉（改訂） 
船舶の⼤型化や外貿のコンテナ化等の輸送⾰新の動向に対応するとともに、輸送構造の改善

に資するため国際貿易港としての機能整備を図った。また周辺の⾃然環境との調和を図るとと
もに、港湾における環境⾯の向上を図るため緑地整備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成 8 年 6 ⽉（改訂） 
物流需要の増⼤に対応するため、外貿コンテナターミナルの整備等外内貿物流機能の強化を

図った。また向洋地区を物流関連ゾーン、向洋地区南部を緑地ゾーン、中野地区を⽣産ゾーン
とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

昭和 61 年 港湾計画図 

平成 8 年 港湾計画図 
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◆ 平成 20 年 11 ⽉（改訂） 
平成 8 年から約 12 年後の平成 20 年に改訂が⾏われた。コンテナ船の⼤型化に対応するた

め、⼤⽔深コンテナ岸壁が計画され、蒲⽣⼲潟等の⾃然環境と共⽣できるよう港形が⾒直され、
⼲潟に配慮するとともに、親⽔空間を確保するため緑地が計画された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成 25 年 6 ⽉（改訂） 
平成 23 年に仙台塩釜港、⽯巻港、松島港の 3 港が統合したことにより、東北をけん引する

中核的国際拠点港湾を実現するため、平成 25 年に計画が改訂された。仙台港区は物流関連、
交流拠点、⽣産など、7 つのゾーンへ分けられ、それぞれの港湾空間が計画された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平成 20 年 港湾計画図 

平成 25 年 港湾計画図 
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◆ 港湾計画図 （平成 29 年 3 月 ： 軽易な変更）
◆ 港湾計画図 （平成 29 年 3 月 ： 軽易な変更）
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